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　「 ユ ー ザ ビ リ テ ィ の た め の 産 業 共 通 様 式 」(CIF: Common 

Industry Format for usability) は、ISO9241-210（人間中心設計）

で定義されている各活動の成果（利用状況、ユーザニーズ、ユーザ

要求事項、評価結果）を記述するために規格化された書式です。決

められた書式で表現することにより読者が共通した理解を得ること

ができ、人間中心設計を適用しようとする人の知識や経験に違いが

あっても、活動成果を同じように表現することができます。本書で

は、具体的な例を用いてその記述方法を詳細に解説します。
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